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【　　経・商・医・理・薬　　】

【　　Faculty  of  Economics，Facul ty  of  Business  and Commerce，Facul ty  of  Medicine，Facul ty  of  Science and

Technology，Facul ty  of  Pharmacy　　】

授業で扱われた造形ジャンルを 1 点選び、それに分類される①18 世紀前半（1701-1750 年）・②18 世紀後半（1751-1800 年）・③20 世紀あるいは 21 世紀（1901 年以降）
の作品の造形的特徴を比較分析する。

1.　授業で扱った造形ジャンルをひとつ選ぶ。
2.　造形ジャンルに関連する、①18 世紀前半・②18 世紀後半・③20 世紀あるいは 21 世紀の作品を各 1 点（計 3 点）探す。
注意：本文中で取り上げる作品は、「実物」に限る。すなわち、「絵に描かれた器物」・「肖像画の中でモデルが身に着けている衣装」は不可。
3. 1-3 ページ目に、見つけた作品の画像を貼り、その下に作者・タイトル・制作年代・技法・サイズ・所蔵美術館をわかる範囲で記す。
4. 4 ページ目から、まず序文で選んだ造形ジャンルに関する簡単な説明した後、第 1 章では選んだ 18 世紀前半の作品と 18 世紀後半の作品、第 2 章では選んだ 18 世
紀後半の作品と 20 ないし 21 世紀の作品を比べ、それぞれ類似点と相違点を 3 点以上記述する。
5.　結論・参考文献・参考ウェブサイトを記す。

【レポート構成】
1 ページ目：
18 世紀前半の作品図版・作品の情報（作者・タイトル・制作年代・技法・サイズ・作品所蔵美術館名）
2 ページ目：
18 世紀後半の作品図版・作品の情報（作者・タイトル・制作年代・技法・サイズ・作品所蔵美術館名）
3 ページ目：
20 あるいは 21 世紀の作品図版・作品の情報（作者・タイトル・制作年代・技法・サイズ・作品所蔵美術館名）
4 ページ目以降：
本文を記述。

★注意：本文中では作品情報などに関し、名詞の単純な羅列は避け、文章の中で作品についての紹介を行うこと。また、学術レポート一般の原則でもあると思うが、名詞
で文章を終える体言止めの表現も避けること。

【本文構成】
序
選んだ造形ジャンルに関する簡単な解説。

第 1 章：18 世紀前半の作品と 18 世紀後半の作品の比較
1.1.　選んだ 18 世紀前半の作品の簡単な解説。
1.2.　選んだ 18 世紀後半の作品の簡単な解説。
1.3.　選んだ 18 世紀前半の作品と 18 世紀後半の作品の間に認められる類似点（3 点以上）
1.4.　選んだ 18 世紀前半の作品と 18 世紀後半の作品の間に認められる相違点（3 点以上）

第 2 章：18 世紀後半の作品と 20 ないし 21 世紀の作品の比較
2.1.　選んだ 20 ないし 21 世紀の作品の簡単な解説。
2.2.　選んだ 18 世紀後半の作品と 20 ないし 21 世紀の作品の間に認められる類似点（3 点以上）
2.3.　選んだ 18 世紀後半の作品と 20 ないし 21 世紀の作品の間に認められる相違点（3 点以上）

結論

参考文献・参考ウェブサイト（参考ウェブサイトは美術館公式サイトのみ認める）

サイズ ( Size ) ： A4 書式 ( Format ) ： 横書 Horizontal

枚数 ( Number of sheets ) ： （ 2000 字以上）
レポートの内容について「題目」中で与えられた指示に従うこと。指
示に従わずに作成されたレポートは不可とする。特に作品の選択に
関して、指定された「世紀」に関しては要注意。また本文中では箇条
書きによる情報の列挙や、体言止めを用いた文章は避けること。


